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序  

前橋の地は、亦城Ill、梯れIlを後背としてl災j恥1瑚の北州附こイ描＝ノ、利仙Ilが北から摘束  

にぬけて1■し流しており、l俳季おりおりIllの姿が変イヒし帆光明抑な地です。  

1祢僑‾lけ城には、700余基もの‾lllリiliがあり、この他が八代東国文化の中心地として繁栄したこ  

とを物盲‡打っている。   

こうしたすぐれた■■い甘文化を北柏として律令体制のIllにあっては、元総朴の地が国府の桝イlミ  

地となりIll王塵＃、l卦分守等が建証され⊥町国の政清のtトト地となり仏教文化の準が咲きほこ   

った。   

特に、本地城の川l川において国史跡の三に熔山1明i、蛇穴山ハIi■t、総計二十‖砧明、Hl孔村の  

硝下古墳群に近く‾古代から近・現代までの雅史的遺構が群在している。   

このたびこのような歴史的環墳のほぼl州りノ封こ近い総帥lけ桜ケ．1て：の他に民刷宅地l朴ヲ己分峡計  

ilりiに伴い郁々の協議・朋整の結架発州別査を冥施することになったものである。   

調査の純米、学術「机こも批並なニッ粁明日のF∧屑を切りこんだ伴居跡を初め畑跡算が傑祝  

されている。このことは、物心1叶而からの援助、協力をいただいた（棚コイデ玩川こ卑くお礼を  

小し上げます。   

また、l＝武考ハ学研究桝をはじめ御指導、御協力いただいた関係者、作某日の皆さんにノーメく  

お礼をIIIし上げます。   

本報告群が斯学の発展のため少しでも寄与できればヰいとイ′：じます。  

I榊lI60咋3月111  

前相打理織女化粧鋸胴冊滑  

川 昆  奈 良 三 郎   



例 言   

1．本絆は前楠市総社…」●桜ケ．1tの生地造成計画に伴う叫11眉削姉御奔の報㍑出である。  

2．賂裾は肝肝1J教育委上愴仲澤のもとl桐畑断廿学研究所が日当し、現川摘粧捏ほl瑚肝死所職甘   

抑京洋一が行なった。  

3．遺跡の所在地及び制水朝川＝ま■卜記の辿りである。  

軒侶也＋椚朋県≠晰榊糾川職ケItlO37仙  

訓据U川りl附l】60咋6月41二l～7ノ】12I1  

4．本習の遣物・l計而の姫川＝出相川←・が机当し、判11史了▲、ノ＝輝美杖丁、根本時子に協力を   

得た。本荘の執珊は第1巾を柑Il胤嫌が、仙を研焼津－・がイ・J二なった。  

5．本押の編架は研≠常－■が行ない平l胴1扶が総耕した。  

6．発抑調査から本鞘刊祈に坐るまで、－卜記の機関、諸氏の御指埠、御助言せ賊った。記して   

感謝の恵を衣す次第であります。   

附．！川と教子f黍上1会、了嗣！川／教子f委‖会、（㈱／ト＝玩ハ、11川桁l托弛Ij‖猫▲」揃協議会  

7．発州別査参加者（敬称略アイウエオ腑）   

脱択らく 仰＝IIカツ了・小町＝良了・小柴マツナ イ州泰ハル 新保一美 多用俸マツ江   

住谷文彦 十明杏粧了・裾鏡良了・ 水Ⅳキクエ 森川久十  

凡 例   

1．本道跡は11細釘日射軒数＝会遺跡略称の八5である。  

2．遺構・遣物の宗測図の鮒尺は次の通りである。  

全休1ヌ＝／400 イl三居跡・∴lリ広1／60 溝1／l（；0 土端1／3 イ十器1／3 れ端の－－・部 古銭1／2  

3．スクリントーンは次の通りである。   

遺物  ま．】．‡也処理 槻蹄彗1舟紬 スス付新  

遺構  胱二ll  ド∧屑   
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lズ川反12－1 9・り・什居」′lu封帖1人況  

－21（）・り▲什居丑克裾≠況  

l冥川反13－1IO←り十仙＝‖：カマド弘帥l人況  
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－2 3－り・土址  

l果川反15－1 卜り・溝  

－2 2－り・溝  

l酬仮16  1・2－りイl裾・址土端  

図版17  小J▲糾・▼l川三日址、5－り・イ」几・川二  

6・り・糾イ■川＝‖二二日帯  
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図版20  打払■■■ト鉛灘   



第1章 調査に至る経過   

58．12．27 （相コイデより前楠市総社…」■桜ケ，ltlO37地（2．95911f）で宅地造成計両部ばⅦ  

‖される。前柄‾l旧訓掴焼却前協議会より乱射l‡二の親日ノブの依跡がある。  

59．1．5  現．地、射rl棚憐、地形肌奔、実施する。  

59．1．12  現地調査により二1潮闇の散布、川州の舵史的喋境等により追跡地の可能仲人  

である。朋党に光だち発掘肌査が必要であるとl白卜答する。（土地所有者及び建  

築指導課）  

59．1～2  理蔵文化財のユl某り抜いについて、土地所イrれ代桝人、前植苗教育委員会と  

協議する。  

59．2．14  土地桝イJ●者、代理人、前桶‾lけ教骨委い会と協講、調整をする。  

その結果、苗文化財保北係亜l‖川軋＝立ち会いのもとで訳抑制査を実施するこ  

とで合意する。  

甘酢負担、重機、作業よ1の手配については頂囚者が試作をもつ。  

59．2．16  訊誹踊粧査依頗申請が提川される。  

59．2．19  試掘訓査予定l二lであ ったが降雪のため後ll延期とし、調査日を門澱協議する。  

2月251‡＝二する。  

59．2．25 1朴発予揖也州こ巾1nl、托さ10‖1のトレンナを8ケ所設定し拭抑調査を実施  

する。例発予定地の射1lljの部分から平安‖射じのイl堀頗、カマド等が発見される。  

叫側の部分はト∫場造成桐（ll欄】30年代）にi’iり坪されており数cnlでロ「ム面  

になり遺構は椰認されなかった。  

宅地l批断附こ発鋸朋査を失地する叫のl叶答する。  

朋査主体者、調査メリ川等について協議する。  

鮎哉文化財発抑制査イ釦齢が前橋市教育委＝会に捉川される。  

（調査主体者を11了†楠7I川附哉文化党裾調射・Jlとする）  

59．3．6   

59．／ト～5   

59．6．2  

（柑】り   

ー1 －  



第2章 位置と環境   

第1節 自然環境  

本道跡は国鉄総社駅より北へ1．5kI11緯度打った総社町桜ケ．丘1037に所在する。総帥lり1司辺は  

利根川西樟の榛れ1ト東経から71行橋か地への移行郎にあったており、台地状を成している。この  

台地を／「王甜り1l、八帽川lなどの小小河川が火†汀〟向に流れ、台地逐朝＝長く分断している。これ  

らの河川のlノ」、∠卜三［助川は株㌢川l東北に源を発し、束了揖ノJ‘l叫こ流路を収り、下流部では利根川  

に流れ込んでいる。本道跡はこの′l二王功■りIl－卜‘流と利根川に狭まれた詰・状台地上に位関する。こ  

の舌状台地は高燥な土地で、かつては桑畑となっていた。   

調査区は利根川に面した訪・状和也の弛部で、利仙Ilまで約150111の抑即にある。また、肌査  

区l句はほぼ坪岨であるが、わずかに束へIrりってゆるやかな棚斜をもっている。なお、調査l互の  

北方はゴルフ練習場がかつてイJ：在したため、現状では大きくiljり坪を′受けており、地衣にド人柄  

が露目している。i－仲平以前はさらに高くなっていたと考えられ、調査l互lノ」もlⅢ旭形ではもう少  

し傾斜のあった斜面だったと止しわれる。   

第2節 歴史環境  

本道跡川辺には紬文Il封じから平射削肘こかけての多数の追跡がイ／：イi三する。また、これらの遺  

跡は架落跡から上毛野国柄、あるいはり．州イ」‘致のハ墳群というように多柵多梢に在ってい る。   

純文仲代では、下火西、酔l州り劾、根塚、l軒分境の各追跡でン什卜の遺物が目上しており、時  

期rl勺には前期～後期に想当する。また、l昼l分与IH川地域遺跡において1甘期の什居址1●軒、中期  

の仰．朝l：20仰が検川されている。   

弥生時代では浦川・陣場退潮で喋濠架落潮が、l舶卜中＝‖川h城遺跡でソJ‘形周湖基が、‾巨東西  

遺跡で似．仙l二が検川されている。また、本発抑制奔l去袖ノノのlロト・≠r地一卜においても後側‖こ崩す  

る住居址が胡証されている。   

ハ墳時代には粕ノ」でもイー一致な1川川－「である総帖l「上州伴が〝在す亮。総社H墳肝は本道跡と／l二  

王頭ノIlの谷を挑み対樟にイJ二在し、ニナIll■■t「煩をはじめとして終末州の了l灘である：に熔Ill’■用モや  

初現別の楢穴石鏡をもつ二仁1111！■●1ハがある。／仁巨灯りIしぃ．流にはけ＝、一ハ墳群がイ†二存する。   

奈良・平安時代になると本遺跡の財力●の総朴Ilり■を■tl心として人きく発根し、■トt野l些1の小柄  

機l蓑Jである上毛野国府跡、■トt肘車1分椚守跡、上毛押国分妃守跡、山三1．ミ痴寺跡が川現する。こ  

れにともなって周辺に人規模な架落跡が川現する。例証された追跡として、下火叫、l吐か＃申  

l肛地域、柚木、l叶廿墳、＃柳制．1「遺跡などがある。また、／巨卜頭ノ」lの■卜．瀧には本道跡とほぼl持j  

時期の免落跡である酔lい帥」乱闘亦が〝在している。  

】 2 －   



1接が1t追跡 2長久保追跡 封軒h川榔駆＋車眉里陣場追跡  
5脚射馴亦〔‾卜火州追跡 7川本追跡 8ニイ＝追跡 9偲岩出州  

10或ガ汗吊与椚11蛇穴‥l古墳12遠見山山側131基l分場追跡  
I411＝リ′占守跡15川分椚寸描亦 川川分骨H＝l地域追跡17川分厄胡  
18ヒ竜野ll抑f19．自l」了l】■墳 20州卿掛．1＝出跡  

第1図 桜ヶ丘遺跡とその周辺  

－ 3 －   



ー・】 －   



第3車 調査の経過   

第1節 調査の方法  

本調査は前桶市教育委員会によって行なわれた舐州朋動こ兆づき発裾範l川を決定した。う紬Il  

備州は造成地城の火部、約1，0001－fを対象とした。   

発掘朋奔を行なうにあたって、訓奔区全域に10111四方のグリッドで判り付けl貢介した。グリ  

ッドの呼称方法は来西方向を北部はりアルファベットでa・t）…… 、湖北方凧を東新はり算川  

数字で1・2…… とし、各グリッドの火北の交点を基点とした。   

住居跡の肌査は没二Lに十字のセクションを試射ナて二1二屑観梅を行なうようにした。‖士道物は  

極力その分布状況を記録するようにしたが、10サ住居址は朋春期刑終了閃l杏のため、覆二l二中の  

逝物は一肌して耽り上げざる柑なかった。瞬＝rlfは迫川主l用i図を1／20、カマド判rli図を1／10、全  

体図を1／200とした。  

第2節 標準土層   

本遺跡では第1屑から第1V屑までの標畔」二屑を碓認した。各桐は次の通りである。  

第Ⅰ屑l怖褐也二卜。粘性、締りともに恋い。  

弟Il層 弗祖也のFA峠㍍  

弟1tl屑 ㍍也二l二。仁1也の悦子丁（≠ 2～  

5n】m）を多彙に含む。拙作はたい  

へん不良で、締りは良好である。  

第1V屑 損褐也二卜。≠1…以下のl三l也粒を  

多く含む。4州ヲ】∴締りともに良好  

である。  

第3節 調査廿誌より  

本道跡はl甘利59年6ノj4l】から7月12日ま  

での則問制端を行なった。  

6ノー4［1機材の帝人および現地で、発抑制  

査の打ち介せ。  

5日：軋場卯務所の碁即を行なう。  

6［l衣二l二除去をl朴姑。FA屑←l二面を椰  

認印はする。遺構碓認l肛姉。  

－ 5 一   
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71㌻Ⅰ 表二1∴除去作業および適用輌裾認を継続する。什居皿二のプランを検州。  

8日  衣」二除去作業および適用研裾認。   

9「1 衣二l二除去作業終了。   

111二l 遺構碓認イ乍米終了。   

12l】 遣桃確認」犬況の全最写真を据影。グリッド・ポイントの設定開始。1サイ刃計址副  

査開始。   

131≡】 グリッド・7ドイント設定終了。   

141」  2サ、3サ什屈址馴査閲始（，   

151二】 4サ新仙甜用相川肺。1芳住居址セクションl糾乍戌。   

161三】 21∴ 3号什居址刷り下げ終了。   

18日 1†川ミノ削1】二道物日二】二状況写真鍼儲。5サ、7－；∴ 6－り▲新住居朝潮憐憫膵†。   

19日  2号、3サイ三lリ封Il：逝物州二仁状況具潮Ij。   

20【三】 2号洒耶奔開始。3サ件居凧完据状況写基板膨。   

211］ 雨のため室l句歴理。   

221］ 雨のため室l勺紫俳。   

23【］ 雨のため執勺整理。   

25日 1号住道物収り上げを行なう。平油‖窒l作成。   

26日  4号新居址遺物耽り上げ、主l仙図実測。   

27日  5号住屈址調査刷姑。   

28口  4甘打田．i；・址、6号1用ミノ仙l朝査l朋子i。   

29日  小甘育住居鉦平1日凶作成。   

301≡I 6サ古イ封仙l二道物収り上げを行なう。  

7月2日  畝状遺構調査開始。  

3日  8号住居址調査l朴姑。5サ住刷址訓査終了。  

4日  畝状遺構副査終了。  

5口  8サイ≡l三居址調査終了。  

11号、12サイ判計址調査悌囲†。  

71≡】 9サ住居丑調査終了。  

9日 1サ溝調査槻憐†。7号什淵・J】1湖査終了。  

10［］ 1号溝御査終了。  

11日 10†川三居址主1用1偶作戌、完捌状況写真掘彬。  

12日  全体図作成。本11をもって馴査終了する。  
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第4章 遺構・遺物   

第1節 遺構の概観  

本調査において確認された遺構は平安時代の仕J．阜址14軒、土拡3基、中l牡以後の溝2条、近  

世以後の畝状遺構1である。椰認l仙ま全てF∧（標準二1二屑節＝層）である。逝構・遺物ともに  

調査区の北東部に；掛1」しており、南西には無い。また、利春区の周囲には著しく撤乱が見られ  

ており、調査した住刷l卜の中にもi■川平を受けているものが碓認できた。特に朋査区の水辺と北  

辺が著しく、消火している遺構も存在したと旭われる。  

第4国 造跡全体図  
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第2節 住居址   

1号住居址（雛5図、睦＝板1－2、2－1・2）   

本イ附・跡は調査区中火部のb－21亘に位附し、約2－－1北東に5・り▲什居址が、約2‖1佃央に7  

号住居址がそれぞれイ／二在する。本什鞘l卜はすでに武州調査段附でそのイ相三が予想されており、  

党則胡奔の端経となった†■膵川二である。なお、誹肋＝、レンチにより住居址≠照と床面の一部が  

抑Iくされている。碓認面は槙準」州第1川ウである。i仰1川之を摘北3．7111、来囲2．9111の両北に・k  

い、長ノ」一形をチiちし、主軸方向はN－900－Ⅰ仁、コーナーは叩けLである。蝉は湖畔が他の蛸より  

も残りが良く、椰認面までのi‡一万さが約35c‖を測り、ほぼ直］ンニして〕ンニち⊥がる。昧面は棚井二1二屑  

節1II屑を州り込んだままで、貼昧は認められない。また、昧両の硬度は仝イ射的にやや・1如jりと呂  

える。周溝は面哩を除き、他の3腫に巡っており、桝両の形態は帖15cm、深さ約5cI11粧度のU  

字形をHす。肝臓州大の二1二址は摘裡に接してl）t～Ⅰ）ニーが検＝されている。1）－は前兆コーナーに  

存在する。形態は祥30cnlの＝形をさ1！し、昧川はり探さ18c‖l、賄Jliの央部はオーバハングとなる。  

t）2は而棋東部に付二田し、P】との腔郡15c日付使である。形態は祥30cmのlり形を．！lしし、深さ18c‖一  

種度である。Ⅰ）＝iは湖畔西部に位昭する。形態は良祥55cIll、餌径30clllの杓Iリ形をさl㌧し、探さ  

12cm覆！lリ夏の仙状をヱ1け。この他の二卜肱として、叫舶こ接して】）nが検川されている。形態闇張  

径35cm、知径18cmの三川形をHし、探さ15c両牡鹿である。   

カマドは東蛸両部に付言投されており、イ欄Ⅰみにより川築されている。構築材は甘酢れ針i三体  

とし、一部に擦れIll椚＝の甘打払lげほイ吏川している。これらの桃築材はカマド覆二卜、および  

カマド川辺より比膜的多くl■＝」：していることから、カマドの相休および天外は全てれ材で構築  

されていたと考えられる。堀ノブは壁外に仰両5cm、・長さ70c‖に掘り込んでいる。焚l二＝伸まlノ、j法が  

30cltl、師附こは長径70cm、短径25cm、探さ4cnlの抜い土砿がある。燃焼部はやや怖斜せもち、  

焼二1二化しており、小火部に文胸代川の勿一拙灘灘が＝二l二している。州道部は燃焼郎よりゆるやか  

な傾斜もって立ち上がるが、先端が急傾斜となっている。   

逝物は覆土および球面から多数川二l∴している。貼に二l∴岩片柳まカマドから住居丑席割にかけて  

三掛二いしていり、石製■1／Iと石材はイ仙川北東の役二1二に張lいする。1・4～8はカマド1勺より川土  

している。2は床Irlはり正立して川土している。3はカマドl勺および周溝内より川土しており、  

さらに6サ新任屈址の覆二L二の灰利灘鶴川－1山と接合してしる。9はP：lの批卜から昧両＿卜にか  

けて多くの破什が集11】したが、この東ソJ●の捜土小の破片とも接介している。10は川溝覆二卜の昧  

i何とほほレベルより川土している。11はほほ≠川lはり川土し、12は昧川はり川二t二し、Ⅰ）－の上  

部を覆っている。13はほぼ昧仙はりJt止している。14は岩十昧両より浮く状態で川土している。  

15はPノー覆土上面より川土している。  
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＝相関色．1州ド1〉多く、帖作J揖くしまりJl。  

2出り也▼I州 削lたド人々プ。  

3J肘正也二」川 砂を含L、。†川：やや上込、しよl）ややJ韻。  

11㍍と2屑のi化合lニ。  
川l也一巨屑ドⅠ）少j－t合L・。拓作しまりやや蜘、。  

小  
＼  

＼  

一I  

Lロ‖0．30m  

ll胴U也二l：購  

2哺椚色．l：楢  

川ユ也▼l：楢  

1蝕l色土居  
5J六川色▼l：㍍  

6焼  1  
7川iり也＿l：M  

柏Ml締I）l込。娘．l：持†二。  

Irl〉〆0．5ml）少〃抄曹て捕り良。  

Iホ」：、しまり拍仲といこJ逼。  

ノバ屑、ら据で拓作しまりとい鶴  
城卜柏、J出色l：柏†㌻卜。情作、し止りややIl。  

火Ⅲl。  

和也iせ≠0．1mm少Jlt。抄代、し止りややノ込。  

一l  
止l  

lnl  
」   し  ！   I．巳11l．20‖  

節51雲11号住店址項制帽Ⅰ  
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鰯
戯
闇
 
 

J   

第6lヌ11）Hチヤリ．州：川土遺物災測図・拓怯（1）  

衆1   1－け†判．仙川しl二道物（1）（第G・7図，匝＝版l（；）  
（押付c111）  

①色別②焼成（訃蟻〟（む  
番〃  器  柳  汰！i仁  ㌍：Ⅰ形の特徴  外 面の整形  両面の整形  

胎ニヒ⑤仰・キ   

口  二上伸器   10．0  突＝した山鳥肌，作  山1紺Ii糸切り未調幣。  lJクlJ整形。  （D内外面とも赤閏色（参  
川   4．1  やや不良（参ガ④抄椚（9  

6．0   招面が荒れている。   

2  二1：帥沼   レl．0  高台≠■（，l二廿律囲ト  鳳榊】1触糸切り来  右仰l京＝クロ整  ①内外面とも手8也（診J辻  

椀  反。   別解。イル】他日ク  女■f（瓢葛否剖欠m④礫を  

l：J整形。   少し含む⑤l人けト紬ニス  

ス付着   

3  伏 朴   12．8  高石湘刷に九味を  底酬l亜云糸切り未  lJクIJ鶴形。  （D内外面とも〃d‘】也②  
蟻   4．4  良好（参％④密⑤つけ剃   

6．2   付高子「。  

4  須通牒   12．1  l：確か棚ゆるやかに  イ渦嘱しJクl二J整形。  イ丁陣伍IJグロ整  ①内外iniとも灰lて1也②  

難  外反。  形。   外面酸化仙址昭元（釘朕  

郎欠耕（む臓   

5  須恵損  口々柑lけ州三川に  しJクー二一盤形。   l：JクlJ鮨形。  （D内外面とも赤帽色②  

無  突川。  酸化（∋＝綾部宛④礫多  

い。   

6  羽 釜   18．0  l晩紺l仙消。鍔は  lり＝γ椿形。  （Dl人川面ともに明赤裾  

如かく九昧をもつ。   也（軌硬化③ll綾部％④  

礫多し   

7  羽 釜   18．6  内湾するl悌紺批  Uク‖輿形。  （D内外iniとも暗視色（診  

やや＿卜Irりきの鍔。   酸化（∋l働郎％＠）礫多  

し（9スス付着   
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‥ 

＿＿＿＿二‥∴  

［］‖  

0  

コ ぐm  

第7図1号住居址川二L辿物実測図（2）  
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0  

lOcm 

亘 第8図ユ号住刷と批ヒ拗実洲雲ー（3）  
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ビm  

節91対1片乱酔柚」1土迫物実測図（4）   

衷2   1・け†朝出1l：川一士道物（2）（第7・8・91到、l乳版16・20）  
（jiり立cl11）  

番号   器 用   汰最  紳杉の特徴  佃rIi糾酪  
①色調②焼成③残存④  

両l仙洞盤    胎⑤備考   

20．2    二け†  部やや丸い。  イ√恒日頃l二JクlJ酷形   右Il胱ミ†1クロ柩   （Dl人朝潮とも朋赤硯也  

8  羽  釜                        やや卜Irりきの錯    後、上から下への  （軌酸化③＝鰍71；％④礫  

削ー）。  多し   
】緑  子1桐－1二丑知昧、  l二胸部脚撫で後、   け綾部相磯で。   ①l人柄潮褐色、外面哺  

ニヒ伸諾：‡ 三    19．8 24 褐色（亘）酸化③胴上郡％  
9   川  釜    ．4 8．9                        郡丸 屁湘削り。  欠川④礫多し⑤粘土紐  

づくり、スス付着   

10  鉄  岩：‡   刹‖い幣状二1    典である。怖8111m、厚さ4   I】lの良ノ川ヲの断   りノである。   

砥  イi   ′卜形のホ1〔イ    で、抽引＝ント札をもつ。通   †の砥イほザ分   ている。   

13  台 イ  ？  裁矧illj   滅しており、やや光沢をもつ。   

1′l  自イ  ？  衣壬酎両   滅しており、光子尺をもつ。   

15  購  イi   衣iriiの隼杜    浦舟明く離減している。   

16  111】   イf   ．卜下両端わよび・け面主号H貢をもつ。   
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2号住居址（第10図、怪＝板3－l・2）   

本件居址烏訓暦鼎北部のa－31引こ付：閲し、北火へ2日に11号イ仙＝‖：、湖西へ2111に8・り斗l三  

居丑がそれぞれイJ二在する。仰認l仙ま標昨」・．屑節1川ウで、伴侶址北西部は削坪を受けており、標  

昨二1州別1Ⅰ桐となっている。平面形は摘北九1日、粥川3．3日のやや不整なわ形を！Ilし、主州ソナ  

向はN－830－Ⅰミである。腫は仝休的に削平を受けており、碓詭帥はり最人10c‖1種皮である。  

床面は撞準土屑節IVJ甘卜部から弟V帆l二仙こかけて構築されており、部分仙こドA朋（楔準＿卜  

屑壬糾‖屑）が倣きつめられたような状況が認められる。また、イ仙川二恥lヒ部の昧1rli上には焼＿卜  

の州朝が部分「机こ検‖されている。昧而の硬度は介休「机こ軟弱である。川溝・杖穴糾まイJイiミし  

なかった。   

カマドは束嘩何部にi投忙ほれている。形態は哩外に11榔Ocm、良さ40cmに不磨方形状に刷り込  

んでおり、その抑rlfに20×65cm、探さ4（：‖租度の＿卜JJこをもつ、この州力1ノ」より石材の川二1二は認  

められない。燃焼部は州ルい火刑に焼二卜がイJイlけることより、仲居址根外にff二在したことが認  

められる。この′■ム】こより袖はあまり発達しておらず、さらに本件居址と同一明朝の什居址がれ組  

みのカマドであることから本カマドも同相な構造とノ且われる。   

逝物は床面もしくは貯l二浮いた状況で川上している。仝て小破片で、住居仙南西部とカマド  

州こ集中している。北川郡は削坪を受けたためか全く川二じしていない。1～6まで全てほぼ沫  

甘lはり＝土している。lはイ仙川：軋lヒ郎より川二1二しているが、この他Iiり一仙休と考えられる糾  

片（接合できなかった。）が川辺に散在している。2と3は遺物の帖も娘伸する部分より州二1二  

し、各破片は飛び散った状態で川二卜している。4は2と3剛附こ各破片が㈹散した状況で＝二1二  

しており、周辺には出物の娘11Iが見られる。5と6はともにノ木川はり川二1二している。  

表3  21川り．亜I：．■ルl二迫物（第111到、l刈版16・20）  
（埴杜川）  

辟け  器 用   法吊  招形の特徴   外面の削酪  
①色網②焼成（釘親存④  

内面の削柩   胎」二⑤備考   

二上作  i器   了石：訂  イく安定な平底。や  底帥一川r）。†本部指   撫でり   ①赤褐色②やや不良（参  

杯  4．3  ％④礫を含む。   

5．8   柑部棚撫。  
須止  乙器？  12．0  ：什I二外反する11紬  rJク＝魚形。  lJクIJ晰杉。  ①減鶉槻色（至：酸化軟駅  

2  杯  r一律。  （卦口綾部％住礫を多く   

須止  14．2  外反するl二昨律軋  りク＝幣形。  lJクlり酎杉。  ①灰～灰llj色②現元軟  
3  椀    言■・‘千手ー， lll   底部IIIl転糸切り末  斯③l二L緑部％欠川④や  

別整。  や砂質（むかなりいびつ   

須恵ポ？   l′1．4  ．：闘射火のl＿l柑郡。  Hクl－J幣形。  りクlり酎杉。  （D褐色～M色②やや不  
4  椀  6．7  定③l二働部％（む礫多し   

6．1   刻巨Ⅰ。  
5    †   川途不明。梢lリノ杉のリング状部分に阻    用廿日‖されている。   

6  鉄岩  †   川途不り」。長九一仔の帆Jlほもち、小手！  
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ム1  －l  

β！  一l  

l  言‡完諾■少・帰心灘川Ⅷ鮎川≠  
I  J一日140・2＝用色川 やや砂門だが、粘仲良の／正札   

用色川1・、∧をi昆じる0しまり鉦劇作蜘－n   
2n－ 2嶋才8軋l：屑  1り】を多く含む0しまりJ＝∧作蜘、。  
3抜赤？り色 姐し頼M≡良、しまりやや1韻。  
川／長色刷 伏を多く合み、やや砂軋しまり、粘仲といこややJ韻。  
川色・l二屑 ■′他の障れ多く介む○粘性悪く、しま机‰   第10図 2号住居址僕制帽I  

、・・＿‾‾二二・‾          、－   

一∵＝－一  二  

轡。5      』亘 
0ぐm  

削1図 2号住属址■≠土遺物努測図・抑慣  
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わl  可l   

土’  

上           てここ二r  

0  1日  

1柑色二1二屑 ドl｝多く倉L、。粘性悪く、しまり良。  

2抹㈹色．】：屑1屑弟二「含L－。粘性良、しまり旭い。  

t一－‖0．Om  

l痛柑色」二屑 F】〉を多く含む。枇件悪く、しまり良。  
2掲色土崩 F∧の汚れた相、時日也▲lこ粒食L、。しまり、帖牲といこやや悪い。  
3嶋閏色」：屑 F∧塊、Fl－を少Jlt食む。粘性顆く、しまI）jl。  
42屑とl戸け（。  

5丑l柑色二l：屑 ドⅠ）を少根含む。粘什悪く、しまりJ追。  

0  m  

第12図 3号住居址実測図   

3号住居址（第12図、図版4－1、2）   

本似甜1二は調査区西部のa－2区に位置し、束へ約2111に4サ新・古住居凧、西へ約1‖1に  

12号性別l二がそれぞれ存在する。碓認面は標郷土屑節11屑である。平面形は3・54・n、東西  

2．8mの方形を里す。壁は碓認面より描人15cl】1で、傾斜し立ち上がる。床1両は中火郎に高さ  

8c‖1牡鹿の段が認められ、北井部が高く、了醐l；が低くなっている。床面の硬度は軟弱である。  

周満は柵く、土拡が叫部に2ケ所存在する。これら二＝肱はlリ形を阜1！し、探さはP】が10cI－l、P2  

が4cmである。   

カマドは東壁南寄りに設問されている。撞外へ帽58cIll、長さ50cmのjl叩J形に触り込み、壁l勺  

に径60cl¶、探さ18c‖のlt」形土拡を掘り込む。覆二l二内には焼土が全く如く、はたしてカマドとし  

て機能したか疑問がもたれる。   

逝物は全く州土していない。   

4号新住居址（第13図、l巽‖仮5－1）   

本件居址は調査1亘桝部のa・－2区に付二粧し、南東部で4サH伴侶址を切り、北部で1号土拡  

により切られており、また住居址北東部は槻乱によりi■iりiドを受けている。椰認耐ま械畔二I二屑第  

u層である。平面形は南北3．5Ill、来西2．9111の長力形を呈し、主榊プナ向はN－900－1ミである。  

－16 －   



蛸は棚兼用lはり16c…柑要で、ゆるい他斜をもって：、トら上がる。昧両は株準二川郎捌l腑伸に構築  

着
地
建
前
蒜
こ
 
 

ー＼⊥＿∴  
t m  

I   j  J  

＝情柑色】：屑 ドt）焼＿1：拉寸㌣ll合L、。仙M灘く、しまI）良好。  

】．－1調．9 2哨甘軋l州ドA隠汁l∴枕】減少肌合Iノ。拙作、しまりJl。  
3則り也＿巨屑 ド∧屑をべ一スとし、哺It＝二がさ】～じる。拓作悪く、しまリJl。  
小暗IU色＿l：屑J人、焼二1：拉を多く合Lt。†〃1．悪く、しま机翫  

2【－－5M／炎色l誹Jパ仇  ＋ 」  
6‖封U也l州 ド人柱少†止合L、。桔什悪く、しまI＝込。  

1痛柑色．】：屑 FII多、†バ什恐く、しまりJ辻。  

2捌伏色l：屑 抄、伏を含ひ。帖MニややJ箋、しまりややJ込。  

第13一望14号糾イ三l三川川：実洲宴l  

0  

【 ．↓  lⅦ  

第14図 4号新任ノ甜l二川二Ⅰ二辿物実測図・拓図  

されており、－▲郎が4号了l川井；・比の捜土を困rlはする。昧両の硬度はやや軟弱である。貯践穴  

1犬の土拡はカマドの南側に勅勘こ接して桧山されている。形態はJ長径56cm、餌祥34c‖の長方形  

を呈し、探さは困rtはり22c‖を測る。土拡の腫はほぼil■昆二し、砥両は平山である。用溝・杵穴  

は検川されていない。   

カマドは火難南寄りに設旧されており、4←り・1！川ミJmヒの覆二卜を州り込み構築されている。カ  

マドの両脇の壁は帥状に突目して掘り拭こされており、燃焼部～畑道郎は畔外へ帖ほ8cm、長さ  

35c111に州り込み柵築されている。また、焚l用l；には不測－の抜き取りの痕跡と考えられるピット  

が認められ、本カマドも石組みと考えられる。   

逝物は秘めて少なく、カマドおよびその価rlFに紆l二川二1二したにすぎない。1はカマドl勺より  

－17 －   



州ニー二、2はカマド前面の捜二】二より川二l二している。  

表4  4号緋住刷I川比遺物（第141到、l矧版17）  
（単位cm）  

①色訓②焼成③残存④  
番＃  岩；子  椰  法規  器形の特徴  外面の整形  内面の整形  

胎」二（訃備考   

ロ  塞i恵諾手   13．4  器l勾が厚い。lけ字  ロクロ姫形。   lコクロ整形。  ①灰lてI色②環元軟釈（勤  

挿  郡肥厚し、やや外  ％④礫多く机   

反。  

2  伏紬陶Ⅷ  12．9  三J≡】高子手（，tほ家書l；  ホ回板ロクロ整形。  ホ回転ロクロ整  ①褐色也②酸化（ヨロ緑  

塊   4．1  に段を宥し、l二咋音  付高台。底部糸切  形。   部％欠班（む密（9口皆部  

7．4  郡強く外反する。  り後、撫で訓整。  に若干スス、つけがけ  

4号古住居祉（節15図、l軋版5－2 、6－1）   

本住居側：は調査区北部のb－2ト引こ椋旧し、北西部を4サ新佃．仙卜により切られている。碓  

認面は標準土屑節目楢である。平油川引こ川上北3．1111、来叫2．Ol11の長力形を呈し、主軸ノノl句はN  

－97ローEである。壁は北壁の川部から川蝉北部にかけて′＝ナ新什ノ．朝l二によりi■iり叩されており、  

確認1rlほで高さが8cmで、やや倣斜して立ち＿llがる。昧面は標郷土屑節IIIJ酔・l】に構築され、ほ  

ぼ平山である。床面碓度は全体的に軟弼である。川溝・朴穴等は無い。   

カマドは東壁南寄りに設潰されている。石糾のカマドと考えられるが、石材の●■11土は無く、  

堀カのみ残存している。州方は雌外へ帽45clll、長さ45c‖1の規模でヱl〔＝形の平汀lほもって掘り込  

んでいる。燃焼部は妹i何とl■rj一レベルで坪担である。煙道部は直立して立ち＿1二がる。   

逝物は川土彙が極めて少なく、カマド前拍‖こやや集まりが認められた。1は住居址北部の床  

面より山土している。2と3はカマド前面の休拍はり州土している。  

衷5  4＃1丁住ノ．軸l：■■l■．」二道物（第161封、l栄＝机7）  
（単イ立cIれ）  

番うニケ  器 相  法規  錯形の特徴   外面の鰹形   内面の橙形   
（D色調（釘焼成③残存④  

胎土（訓清孝   

庚  州  12．8  ll絹㍑lけト反知妹（－  砥部回帰糸切り綾、  ログロ整形   ①灰It‡色②良好（参宮④  

碗   4．4  網膜、ロリロ整形。  酪（9つけがけ   

6   

13．6  厚い紬パ。l二l緑部。  ロクロ掛杉。  ①外面朋赤燈也内面耕  

2   碗  外反。   灰色②椴化③％④礫多  

し。   

羽  釜  18．6  内湾する11細部。  l二Jグロ幣形後、ノiミ  ロクlコ整形。  （D外面刷赤槻色内面蛸  

九昧の強い鍔。   卜からイ了下へのi7り  黄褐色②酸化（勤％④密  
3  

り、縦イ立の撫で。  （訃錯の下部に指蛸浪が  

抑州・」・後、未刊整。  残る。   

ー18 －   
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川川把二l潮 位イ；合む。娩二l叔、Jji紆l二、榊l：やや悪く、しまり山  
2日色二＝イ 焼＿l北している。粕川三たいへん良軋しまり1込。  
3哺閏色土州朗溝沌こ1二拉を多く含む。しまり、粕椎やや良0  

1．b13p．80日   

l‖侶U也二】：屑 Fl）多、焼上組椚隼、拙牲悪く、しまリJk。   

…   
＿   J  

第15図 4号古住屈址実測個Ⅰ  
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第16図 4考古住居址出土遣物実測図・挿図  
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5号住居址（弟171封、怪＝仮6－2、7－1）   

本住居址はa－2、l）－21ズにまたがってイアニれし、什‖址群のほぼ小火耶に位潰する。州へ  

約2‖lに6サ什居川が、火へ約2111に卜り・イ抽＝‖：が、北へ約3．5‖1に4←り・什居址が、柵へ約  

4111に7号什居丑がそれぞれ〝作する（，イ＝1・＝‖二の軋卜は似めて黒く締っており、他の住居址と  

人きくリヰなっているが、川沌封心配に変化は認められないり斗用両暢は†甘北2．8111、火刑2．3111の南  

北に災い長方形を！l㌧し、ニト仙ノノ叫JはN－900－Ⅰ：である。珠両は標咋．上回弟】‖屑申に構築され  

ており、ほほ坪損である。昧両の硬度は舟肘l勺にやや軟刑と言える。照は高さが碓認凧はり  

20cm柑要で、ほぼ肛証してうンニち－卜．がる。用溝・杵穴は認められない。貯祓穴状の二卜肱は伴侶址  

西側用l；コーナーに接して1）1がイ川けるく，l）■は昆律70川、餌律60州をJlちし、2つの二l二」〟二が亜な  

ったような形態である。探さは東部でJ対Jlはり20c‖l、硝郎で12c‖粧度となる。この他にノ対r】＝一  

火部と来郎にⅠ）：－・Ⅰ）‘lが検＝されている。Ⅰ）：～はJ長径30、餌形25cmの二州l：Zを目し、探さ10c‖朴  

此である。P．tは径30川根度の不整ソJ●ソlうをプt！し、探さ7c‖粧度である。   

カマドは来相の一桁71；、東南コーナーにはしてi馴■たされている。焚llから燃然部にかけてれ組  

みが城イ／：しており、州道部には認められない。この山から畑道都は糸鋸りのままの可郁雄l三が考  

えられる。細けJ▲は胱外へ朋届Oc川で止さl‖1州り込んでおり、平拘りl引まV牛状となる。   

遺物は極めて少なく、カマド内およびその川辺に川二卜したのみである。1・2・4・6はカ  

マド囚より‖二卜している。5はカマドlノ、jと南杢捌こ・はして昧潮岬）1山と接介している。3は覆ニヒ  

より肛】二している。  

4／ ♪l  

、」ナ∴＿＿＿．  
lh＼屑の江‖l／こ桐で、冊心也上長■多く合L、洲′i‥しよりノ川。  3   

0  1日  
■！・・l 

＝席閃色l州 ドl〉を多く合L、。柏作悪く、しまり朗r。  
2几＝U色1州 ドl｝合し。焼」二柁†＝こ。粘性悪く、しまリJ吊f。  
3川色．1：屑ノ人柄。   

2相川也＿巨屑ト、l，を多く合†ノnしまり鉦帖州湘漉い。  

し 2日  
． 

第17ほ15号†l沖洲：夫測図  
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第181葵Ⅰ5i評1三居仙■虹土遺物実illl順卜抑図（1）  

衷6  5†川ミ居柚l■．二巨辿捌1）（第18図、l乳版17）  
（単位cnl）  

番・け   ①色綱②焼成③域存④  
器  種  法規  器形 の特徴  外i両 の幣）l婆  内面の整形   胎ニ】：（釧清孝   

ロ  須恵著さ‡   13．0  休部からIl綾部に  底i■子伸申転糸切り末  イ「い11板l＝ハり楷  ①紫伏色②環元良好③  
挿   3．1  宋形（彰密   

8．2   

底i批   

2   10．3  

丹  3．0  糾整。ロクロ整形。   
5．1   

3   9．6  

挿  3．0  調整。ログロ整形。   部％欠損④机   

4．8   

4   12．4  ll与川＝力拍‥こ沈線。  底部l‖川よ糸切り末  l丁クlり酎玖，  （D硝掲也（む酸化③11紬  
1不  4．3  部％欠捌④礫含む⑤l人】  

6．0   面成湘にスス   

－ 21－   
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第19図 5号住ノ訓1二日土逸物実測図（2）  

衷7  5別棚川川H二迫捌2）㈱18・191礼剛机7）  
（jlり立cm）  

①色網②焼成③残存④  
香車  器 種  法鼠  帯形の特徴   外面の幣形   内rr紳）橙形   胎土⑤備考   

13．5  ll縁邦人きく外反い  イ州毎l二Jクlコ隠臥－  イ州帖ロクロ整  ①晒赤槻②酸化③日縛  

5   椀  5．7  路肛申批   形。   部～休部％欠榊（む礫を  

7．6   多く含む。   

13．6  丸い休部。   ん回願出クlコヰ割杉。  左l坤転ロクロ整  ①㈹閃色②酸化③l二」緑  

6   椀  5．7  底邪不明。   形。   郡％欠棚④源   

7．2   

7  イi製 －‘】J，  浮ホ安Ilげ慄〔つ・lI火刑＝こ＝＝lヲの孔がある。   

6号新住居址（節20図、l軋版7－2、8－1・2）  

本件屈址烏訓慨堰東部のb－1附こ位階し、6－け吉伴侶丑を切り、2－り▲土拡および畝状遺構  

－ 22 －   



により切られている0また、束へ約1＝に2号溝が追っている0確認面は楳押上層須‖層であ  

ぐつ 川㈹色二川1r－）少・一－し粘鮎聴く、しまりJ込。 2射場色 
二川 ＝〉多j…仙比ちく、しまり1追。  

3且l色二川 抄を含む。ド】）若干、粘性ややj童。  

しまりやや軋  

．  

】・珊0∫－－       』     ・－－  

＝椚心色．川蝉石、ドPを多く含L、。  

虹 （－  

イ 
・   1・＝1′…m 吏■2哺槻伯山：柄∴． 1√1－少‖含む。娩」：粗粁 ド含む。  

柚桃、しまりといこやや蜘－。  
7  3川也二】：屑 やや砂ヴ′rで、しまr）蜘、。  
6   イブよl色〃（屑  

5ドAを敷きつめている火鶴  

6仰U也二川1rA塊を含L、。  
711紺色二l淵 桃」二組多く計h  

ユ赤†8色ごl：屑  

2哺褐色二t：屑  

3伏？婁色二」：柄  

l哺こ柑色二」二屑  

51曙関色二I二屑  

6赤帽也二l二屑  

鵡紺色捌＝が焼鳥化したヲ甜。粘鮎触し、しまリノ童。  
畑土吼損色二上根を少j摘む0相川、しまり批 ： 
枕土地糾。粘†蟻、しまり批  
娩」‥塊附。やや紗門だが朝潮旭、しまりやや良。  
FP色・多く含む。  

焼土。  
0  ∫れ   

第2C侶I6号新住居址実測図  
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る。棋は確言思川はりii一石さ30（：川で、ほぼ損ンニする。また、摘棋は6サ1州ミ刷Il瀾二1二よI）なる。昧  

両はほぼ坪拙で、全体的に欣購である。周溝は束胱から北東コーナーまで〟在し、帽5c川、探  

さ5c‖のU字形を出す。貯祓穴状の土」山甘西硝コーナーにイ川ける（）形態舶判2cnlの不整刊形  

をさ1！し、探さ15川和度である。   

カマドは東壁の初部と南東コーナーに各1基設昭されている。東壁1軒邪のカマドは覆二日車に  

イ三日訂址の壁が桝り込まれたような二l二桐推称状況が認められ、さらに束了ケほl；コーナーのカマドか  

ら川上した遺物が伴侶丑珠面の遺物と接介することより、勅鮒・†郎のカマドが構築焼栗された  

後に、火桶コーナーのカマドが構熱されたと考えられる。来蝿硝部のカマドは欄外へl醐OcIll、  

良さ75cI11州り込んで構築されている。また、カマドの西何部は班両コーナーのカマド桃築の際  

に破壊されたとノ且われ、射l委している。袖は検川されず、他の仕拙剛附こ石糾みと考えられる。  

煙道は釧長く延びており、ゆるやかな傾斜をもって了、工ち－l∴がる。燃焼部の昧■lr】iにはF八（棟岬  

土層節11J削が長さ40cm、仰10c＝の純…＝こ放かれている。厚さは1cm程度で、熱による赤色化  

は認められない。射輔コーナーのカマドは撞外へIl肺Ocm、長さ70cm粧度抑り込み構築されてお  

り、束噺ヰ絹Iiのカマドとほぼ同じ構造である。利＝封倹廿されず、れ糾みと考えられる。煙道は  

良く延びており、ゆるやかな仰斜をもって立ち＿1二がる。燃焼部の床面にはド∧（標準二1二桝第Il  

屑）が良さ87c‖1、帽39cIllの範l川に放かれている。厚さは2c‖程度で、熱による亦化は認められ  

ない。   

逝物はやや多く川士しており、什粧仙付和仙こ分布する。］はカマド‡ノ」と昧面中火部とがは  

合している。2・4・6はカマド内より＝二卜している。3は殿二卜．1t＝二である。5は住居湖西  

コーナー床耐より＝ニヒしている。  

衷8  6甘粕田淵肘＝」：迫物（第21図、瞬＝机7）  
（坤位cm）  

番刃・   器 種  法崩  絹形の特徴  外i「11の橙形   
（D色調②焼成③残存④  

内面の楷形   肋土（訓措考   

10．2  Ⅱ  l紙用外反。   底部回板東リノり未  イ「l珊由■Jクl■J整  ①明赤帽②酸化③舛④  

杯  3．5  刑整。イ州Jl直Jク  据、礫多い   
4．6  U整形。   

10．5  1Ⅰ緑i■flけト反。  底鮒‖I帖糸切り未  イ沖廿臨ログ日照  （D暗陽色②酸化③ガ（む  
2   坪  3．2  椚幣。宥両胸出リ  密、礫多し（9スス付椚   

5．7  しJ整形（，   

16．2  口約律lけトノ叉（つ  11グロ整形（－   ＝トクlJ整形。  ①外面黄閏也≠桐山色  
3   杯  ②椴化③％④砂明⑤内  

プl、ミ   

二仁 一iiti器  21．2  凹  相即が失ミiかく、  ll綾部相磯で。胴  ll綾部描撫で。  ①赤狙色（診酸化（診胴上  
4                  羽  釜   ll桶川りLい（，  郡上から■トヘ〝）削  

り。鍔帥なjt■liり付  

け。   
土 帥 岩：‡  22．2  l  柑郎は机く、や  】】紬祁脚撫で後、  l廟㍑l糊撫で。  ①噌赤帽②酸化③lI緑  

土  釜      外反舅佃となり、  
5  †山こ柏をもつし）  

郡は1二位に情人  

をもつ。   
二上 伸 岩：子  22．4    細部は机く、や  I】柁部横紙で後、  l】紹邸槻撫でり  （DI冊赤初（軌酸化③l二頗  
ニ巨  寄   や外反加味となり、   上から下への削り（，  胴郡を斜位の撲  部～胴」二部％班④礫を  

6  ■イ1いこ碩をモノつ。  で。   含む。   
肌  
子・  

ー 2′l－   
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第21図 6号新住剛l川H二過物実測図・拓図  

ー 25 －   



1哺I揖色上層 Fl一新十、帖1ノI．やや」込、しまり」込。  

2ド ∧ 塊 廿l也抱少Jlt食む。粕ヤ」悪く、しまりJl。  
こ川1和也▼ヒ屑 〃（を合L－。相性J込、しまl）ややJl。  

・川l色ご巨屑 C樟イi子守し。†州ミややJl、しまりJl。  
5江‖lたト／＼屑  

1111  

l．－‖0．りm  2   1  

折6仙川止  1…色」州 Fl）をやや多く紬。f拙低く、しまり良0  

0  2m  
1  

＿＿＿  ・  

第221到 6片面封里ヒ突沸順l   

6号音住居址（第221到、図版9－l・2）   

本件J．仙l二は刑査l亘叫部のl〕－11亘に位附し、6一り▲糾什州l卜、畝状追構により切られている。  

また、東側に2－り・溝が、西冊約2日に7・畑作居川が、東摘約2‖1に3－り・土刃、がそれぞれ〟在す  

る。椰認仙は灘押江舟相川屑である。平面形は北部を6・り・桝仙川山こより】肝lそされているため  

不l刈であるが、長ノJ‘形が推定できる。規模はlれlヒが1．8111以十．、山川カゞ2．l111、主榊ノノ‘向はN－  

900－一Ⅰミである。昧面は標準二川相川回申に構築され、ほぼ早目である。昧l「liの硬度は仝休的  

に軟弱である。〃恥－¢・粧穴等は検出されていない。   

カマドは束蝉の両端＝こ設附されている。カマドの州りノバ川沌Il瞞5c‖l、1逢さ55c川のソJ●形に州  

り込んでいる。地道郎は兄描で直二、ンニして二、トら＿卜がる。燃焼部水油直は胱二卜が25×30（州の椛l川に  

抑精しており、その揃‖こ浅い土砿カヾイ′イlけるぐ）この＿卜拡は」途律68（‥m、相賀26c‖1の不鮒lラを！l㌔し、  

探さ10ctl瀾腰である。   

遣物は住居址の来井部に渠lいしており、抑こカマドおよびその川辺に多く＝二卜している。1  

は什居址中火覆ニト申より什．上している。2はイ，仙川．西部の肛L小よりJIトトしている。3はカマ  

ドlノ」より州二l二している。1は什州lヒ束了†川；の役」二および沫仙はり＝二t二している。5はカマド11二  

面の二l二J椚婁二1二上1両より吊⊥している。6・7・8はカマド】人はり＝上している。9はカマドlノ、J  

および什居JIL師何の昧より＝二1二している。  

－ 26 －   
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0  什い一  
・－・．  ＿ ＿＿＿＿＿  

節241渕 6iチ古†1リ．州：川二l二迫物実測1ツl（2）   

表9  6幸J・†！r住居用：＝二卜迫物（第23・24、l洲板18）  
（jiり立clm）  

番－り・   

①色調②焼成③戟〟④  

器  相  法最  帯Jl≠ の特 徴  外・両 の刑 整  両面の糾整   胎土（診備考   

低い高ハ。丸い体  底部l神仏糸切り誅  イ津川眠りクロ整  ①M灰色②酸化③底部  

碗   郡。   調整。イ丁い小転ログ  ④砂椚   

6．6  lJ整形r，   

2   ■㍍い轟H圭 丸い休  底醐洲jミ糸切り来  イ＝－恒】据l‘フグロ整  ①㈹掲色②酸化③底部  

椀   削り   制軋，イ沖申転ロケ  （釧少椚   

6．2  lJ整形。   

3   ■い＼illげ「。   鳳71；撫で。ログロ  

規   ヰ勘杉。   ④砂暦⑤底部外附こス  

9．0  ス   

4   10．4  粁卜外反するIl柑  底湘糸切り末誹慄㌔  イrl坤臨＝グロ楷  ①刑赤槻セ②酸化（釘％  

挿  3．9  右仙l甘＝グロ粟川‰  】拶。   ④砂門   

5．2   

5   11．2  那ニI二外反する暮l縁  成酢1珊相川川未  lJクlJ整形。  ①赤槻色②酸化③％①  

挿  3．4  砂椚   

7．6   

6   19．8  内消する＝鰍邦く，  lJクし｝整Jl≠。  ①J和也②喋元③J‖‖＝：  

羽 釜     三角形の牒‰   郡～l二l綾部％（む密   

7   21．0  ll四郎に沈線。  lJクl欄蛸機、川1  
羽 釜  下郡に縦位のIl川りく，   堀フ亡～酸化③口綾部％  

（む据   

8  羽 釜   22．6  l二l拍郎肥卑。やや  

九昧を滞びた鍔。   

9  ）j」 釜   21．0  1ノ、】iク；－㌻るl服部。  ＝ク＝楷形後、斜  

位のit川り。）   ～環元（釘％④礫多し   

一 二：ト・■・・・・   



7号住居址（弟25・26図、l軋版1（ト1・2）   

本佃刷‖二は調査区lい火部のl）一21幻け東端りに†1ンニ附し、北山に（トり▲桝・■l川端・址が、北川へ  

約2Illに5・り▲什川l卜が、出火約7日に10・り・什川l卜がそれぞれ／／イける。碓認凧は十ヂ川－ミ十屑第】1  

眉である。昧1仙ま璃■測り州剃V仙‥に構築されており、合作的にやや軟弱である。判仙l■之は南  

北4．6111、加西二i．7mの刷りLノJ●形である。胱は比順は11■りく、碓需用lはり50（、mでほぼ直組的に諒ち  

■卜がる。川i附まカマド部分をlれき、合川している。これはあらかじめカマド設問場所を決定し  

た後に用溝が構築されたと止しわれる。形態は小出（）川■11††後、探さ10（、＝粧度のtJr‾川Zを目す。   

カマドは東脾‥火やや酢．イデりに故旧されている。 欄外へ帆＝10州、J遺さ90州の．卜肱を刷り込  

み、このlいに砂賀凝伏ノ‡の切イニ「をもって焚＝～州虻判を構築している。焚＝は什居丑の蝿ライ  

ン上にイi川●こし、前1仙こ探さ16c川排他の．川ノニをもっている。燃焼部と地道部の墳にはゆるやかな  

投をイJ一し、州道榔はゆるゃかに二、ン：ち＿卜がる。  

段をイ」‘し、州道部はゆるやかに立ち＿卜がる。   

遺物は捜二卜小に多量の遣物がH二卜している。 1・2・4は捜」二川二卜である。3はカマドの蝉  

に密新して州二l∴しており、一部が覆二卜小より＝二卜している。5・6はカマド阜‖llニヒである。7  

l一－＝1．20m  

1痛氾色l州ドl，を多く合L・。帖Ml悪く、しより良。  
2柑色土塀ド∧屑の刷落した帆相関色冊折汗－0  

拙作鹿く、しまり良。  
3哺IU也▲用ド1〉少】1しド′＼塊をJ†L、。f〃性悪く、しまり良0  
1脚色t二屑ドl｝を少‖、伏†ヒ物少‖を合L、。しまり悪く、拓什やや炬、0  

0  2＝  
＿ 

J  

第25lツ17・りイ‡帥州：突沸順1  

－ 2f）－   



l叫7すU色二」沃ヰ指イ少jl【合（ノー。†ノー作ややJ追、締りJ辻。  

折イi、焼巨†↓少1」（合し。f榊1：ややJl、しまりJ込。  

批l二村〆 5m多く合む。fJ一件、しまりとい1。  
J＝U也粧l二粒少、拙作たいへ人Jl、しまリJk。  
焼＿l二抽少、帖二】：、しまりJ込。  

1（川州．．】：拍多、しまり、粧侶軋  

焼上拍少、粧L軋しまりややj込。  

n  
1 

・し  

l．コ‖t．IO川  

第26Iヌ17号住瀬川l：カマド実測図  

・8は床巾はり州土している。  

表10  7号tl丑肘止川二巨辿物（第27・28、【撃＝阪18・20）  
（禅僧二cl11）  

番号  器   ①色刑②焼成③残存④  

種  法封  器 形 の特徴  外 面の整形  内面の幣形   胎」二（訂備考   

ロ  須 恵 器  10．4  l1囲出り肥厚外反。  底部Il仙i糸切り来  t二Jクlコ整形。  ①灰色②環元③％④粥  

挿   3．6  

6．4   

2  須 恵 器  12．2  由二組仙こ克ち⊥が  底留帥l帖糸切り未  ＝クしJ蜘仔。  ①典灰色②環元軟椚③  

挿   3．8  糾整。ロクlコ整）l‰  ％④密   

7．6   

3  二Ⅰ：囲j 絹  17．1  頼掛軸こ，′、とち上が  底部伸lぬ糸切り。  l‾Jク＝整形。  ①赤掲②酸化（訃廿綾部  

椀   7．3  ％欠損④酷   

5．8   

4  芽i恵 帯    糾はIlll状をなし、  天井郡ロクロ脛形  イ＝日＝l聴ロクロ整  ①伏色②堀元③I二1綾部  

蓋  中央部がわず、かに  欠損④密   

ハ状をなす。   による削り。   

5  ニヒ 帥 岩：；  18．4  l＿1細部くずれたコ  11緑郎f鋸撫で後、  l二1相即撫で。胴  （D赤槻②酸化（彰II柑部  

鯉  の字。＝柄郎l人j溝  ％④礫多し。   

加味。   ぎーりり。   

6  二l二 帥 岩：‡  20．2  lほ勘邪l¢るく外反。  11相即f田無で。胴  11柑i用f田無で。  ①赤褐（む酸化⑨Ll綾部  

魂  舶■川り。   胴邪撫でご   ％（む紗那   

台  手i  両肘両二購耗漬をもち、やや光沢を右す。   

8  叩  子■i  拙技い礫を川い九州にれ●ヲノj。   

ー 30 －   
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第27区17用三相洲二Ⅲ士道物実測図・拓図（1）  
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10（ln  

第281対 日弓イ］三脚二．・l廿迫物実測図（2）   

8号住居址（第2別封、惇＝仮11－l・2）   

本住居・址は刑査lオ西部のa・－3・4、l）－3・41主にまたがって存在する。北東へ約21¶に  

2号住炉＝‖ガイ／：イi三する。碓認面は櫻井二L屑第】1屑であるが、什居址北郎はすでに楯準土層第1V  

桐まで削坪されて椚失している。平面形はノJノlラもしくはJ逼ソJ●形が推定される。規税は南北  

2．2Ill以＿卜、火西2．6Illで、ニ榊Ilノル」がN－90‘’－】仁である。J木1仙ま酢隼」二桝馴‖屑■卜・附こ構築  

されており、ほほ平拙である。床面の硬度は全体的に軟弱である。腔は5c両甘後でi恒ンニして立  

ち上がる。貯践穴状の土」山よ什川‘両町往用l；にイ／二在し、径60c＝粧度の力形を．！l！し、探さ10cmである。   

カマドは束里封こ設置されている。燃焼部は火昧而のイ／二在により矧人‖こイJ：在したと止しわれる。  

帥は検Hされず、他の住居址同棚、石紬みと考●えられる。州道部は判Ij形の平Irtほもち、先端  

で急激に〕トら上がる。  

－ 32 －   



遣物は極めて少ない。1・2ともに珠而である。  

1赤IO色】：屑 焼ヒプUノク（拓1：祈）  
Ⅰ′柑也∴ヒ屑 桔二】：プ’（（焼りなし）  

2J入l柑色▼I：屑 微少粁れを憎かに合一ノ、。  

3脚椚肌＝州 l羊イiを含ま■】∫。  

4晋J炎色の1一、i11e Sa11（＝・伏屑。  

5棋伏色．l：屑 伏朋。  

6F∧日妙味沼人t二。折也プしトノクー1一灯榔軋h  
7J、u色】：屑 閃く締りある他山】：。  

Cl千丁i30％混人。  

l川  

川†槻色ニヒ屑1り）多く合L、。冊－．、しまり．・毘毒し  

0  2m  
l  

j  l・ ・一！      」  

第29図 8号住JJ引止実測図  
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第30図 8号住ノ封1l：■■11二】二辿物努測図・拓脾   

衷11   8号住居址川」二迫物（第301珂、瞬‖板11－1・2）  
（埠位c川）  

番一片   ①色肌②焼成③残存④  
器  種  法昆  器形 の特徴  外 面 の 轍∴形  内面の整形  

肝～ニヒ   

項心1：‡   14．3  紅組的に二、Lち．卜が  底湘l坤転糸切り束  イ州帖ロクロ整  ①胡伏包②堀元③11紬  
膵   3．6  郡％欠紺④沖f   

10．0   H幣形。ノiミからイイ  

への手持ち飽削り。   

二川帽i   14．2  丸い休部。   lほ家部棚撫で。休  撫で。   ①赤閏色②椴化（訂％④  

川  部削り。  削   

一 33 －   
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0  ＿▲ 1111 
十 」   

第31図 9万有揮抽l：実洲葵I   

2nl  

」    ・l 

9号住居址（第31凶、憧＝；反12－1）   

本件力抽l：は制動互」ヒ川部こl－2区に付：附し、叫へ50cl11絆度に4号ハ住居址が有：在する。椰認  

面は樺灘二lり河第11桝であるが、削ヤが著しくカマドおよび住屈内の二I二」ガこを城すのみである。床  

面・腔は削坪のため不明である。P一は貯賊穴状の土肱で、50×45c‖lのカ形をノーける。Ⅰ）2は不  

整形をさⅠける。カマドは底面を減すにしかすぎない。   

遺物はⅠ）1諾しとより川二L二している。  

＿劇J■が＿一・＝＝ご畑  

1  

0  

・L    ．．上 
10ぐm  

第32図 9一別棚冊：．■lトト過物実測順l  

一 34 －   



表12  9号住居仙り．H二遺物（第32臥1割腹19）  
（単位cIll）  

番号   （D色別②焼成③残存④  
岩：手  械  法規  郡上形 の柑徴  外面の酪形  内面の楷Jl学   胎二l：   

口  蝋   24．0  長く砲：立する口柑  ロクロ整形。  ①赤禍色②酸化③口緑  

部。   郡～胴部宛④酪   

0  ←－「・  2m   

」  

第33図10号住剛1仁実測図  

10号住居址（節33図、l窒‖仮12－2、13・1）   

本住居址は調査l亘東南部C－1区に位閲し、1サ溝および2号溝により視」二を切られる。ま  

た、北壁来半郎および両壁は撹乱により削坪される。椰詫佃iは梯準土層節Il屑である。平irl川手  

は南北3．9111、粥西4．9Ⅰ¶の長プ川手を呈し、主軸皿叫＝まN－730－－Ⅰミである。裡は相闇仙はり  

45cIll程度で、ほぼ批立するが、西胱北部ではゆるやかな立■ら上がりとなる。床伯＝封路準土層第  

lV層で、ほぼ平粧しである。貯械穴≠の土拡はカマド脇より1－1が、来硝コーナーよりⅠ）2がそ  

－ 35 －   



れぞれイ川ける。Ⅰ）lは径28（刑のlリ形を．Jl㌧し、沫さ5‖1粧度である。1）2は艮律80ぐm、紬lラ52〔、川  

の相＝形を三†とし、探さは15cll湘腰である。   

カマドは央頼申火部に設けl上されており、上部は2・り・溝により削坪されている。帥は検出され  

ていない（，州道部は欄外に刷り込まれており、」壱さ10（、1】1の隼＝形を！】もするり二、トら■卜がりは‾卜部  

を托すのみで、不l”である。カマド前側＝こは沫さ5川柑真の抜い川Il川ラをjlけ．11肱が〝在して   

いる。   

遺物は捜土井およびカマド、＝山ノ」より多拉に＝二l二している。1・2・4・6・7・9は捜  

二t二小より川二上している。これらの遣物は昧両より10（・m相加）高さに渠申していた。（）は什居仙  

中央部の昧川はり5c‖粧度商い阻1二小より＝土している。3は二川こⅠ）2より川二l二しており、一一・  

郎がイ三膵；一址覆二1二よりH二卜している。5は二卜肱1）2より川二卜している。8は人邦分の破ノ‘l一がカマ  

ドlノ」に附Ilしていたが、－一部が仲居址捜二卜より州二卜した。  

釦3  10朋三剛：‖＝地物（紬臥l乳版19）  
（附加11）  

①色網②焼成③残存④  
番号  器  椰  法規  器形の特徴  外汀l盲の整形   l人Jirliの整形   胎二1二   

ロ  須揖郡  持■∫汗㌻をイり、。   げ  紺腑l裾糸切り未  イイ帥Iぎよ亡Jクロ整  ①伏白色②環元③庶部  

腕   乱  ④礫多し   

6．9  四   

2  ；fij故岩：‡    訪わをれ‘す。   匹  軒別動転糸切り未  回聴力クロ整形。  （D外仙肘′】也内面伏色  

塊   乱  ②硯元③底部④机   

6．6  幣   

3  須恵器   17．2  外反するl峨紺服  匹  打刷叶転糸切り未  ll小1厄l二Jクロ整形。  ①伏白色②堀元③％④  
碗   5．4  訓  密   

8．0  整   

4  須恵沼    語；千「をイり‾。   m  

塊   Ⅸ   ④解－   

6．4  形。  

5   高子㌻をイり一。   b  
塊  巴   酪   

7．4  J整形（，   

6  須恵郡   11．6  紆巨外反するl】綾  山●  川；不軌。Hクロ  ‖ク＝楷形。  ①灰色②堀元（釘％⑤t！】  

挿   4，0  整形。  然和イ、けチ   

6．8   

7  独恵器   レ1．4  外反する川蘭胱  山一  捏肘掛臨糸切明夫  l二Jクl用材‰  ①赤褐色②轍化③％④  
J不   4．5  訓整（、lJクl二J整形。  殆   

6．2  

8  二上伸器   20．8  コの：＝卜しほ訣。内湾  l胸紺l用椚無後、胴   しl綾部棚撫で。  （D赤裾色（訃酸化（訂％④  
魂  するl二け宇部。   雄封胡付の削り、  礫多し   

丹冊那柏の削㌢）。   

9  尤   瓦当は柿イ・．状の文相がみられるし，衣Ir】iは利＝かいr）  ①灰色②喋元③％④准   

－ 3（；－   
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＝哺糊色川イ 焼l二†立を多く、1り〉合む。†／汁卜弱くく、しまりJ辻。  

2赤？U也二l：屑 娩二上層。  

3郎柑、M色用 焼▲仁屑。  

‘llli7IU色．l：朋 枕仁粗食仁一。†J津1三感く、しまり」込。  

い哨和也一川イⅠⅠ）合レ。粕汁氾lく、しまり1込。  

O  

▼▼，．，＿．． 

IJll  

l一＝】39．9日  

第35図11一片住居址実測図  

11号住居址（第351到、怪‖i反13－2）   

本什J．仙卜は調奔牒刊摘l；のn・一31メニに付旧し、叫へ約1‖1に3サイ▲l掘朝が存在する。碓認滴は  

楼畔二1州第1V屑で、すでに肝lくを′受けておりカマドを城すのみである。カマドの保〝状況はか  

なり悪く、形態は不l刑である。   

遺物は撹土より」二伸侶の小ノ▲1‘が牧山＝守している。  

12号住居址（弟36図、図版14－】）   

本作州‘1卜は調州き二北端に付潤し、住居丑北部が木調相互に延びており、細部はi■仲平を′受けて  

〝在していない。そのため、セクシ：Iンによるイi備だにとどま った。頼は崩さ35cmで直立して〕ン：  

ち上がり、床は描準二川相川凧とするぐ，  

遣物は＝二l二していない。  

I」コ140．80111  

二i（  

】ノj   Ll哺槻色．」二軋  
2哺槻色1州ド1）多、焼】二、〃川二物少、拙作漸く、しまりJ込。】Zり・†仙川川什  
3F ∧ 朋  

3n伏黄‡揖柑也二l調 川。  
31I斯†り 色，巨屑 州。  
3c招 柑 也．】：屑 沖f。  
川l也h屑（：腔イ；多、しまり」込、拙作酬い。  
5川和色－t州 色ノ∴」リー′・少、しい＝L帖帖航  

第361裏】12号肘．†判断拍‖勇一  

一 二i8 －  
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第3節 土 拡   

1号土士広（第13図、l軋版5－1）   

本⊥址は肌奔区北部の；－－21引こ位粧し、吊J・新作居址の一畳」二をり川、構築されている。平  

面形は律110。‖、の＝形を±1とし、晰朝川ラは探さ15c…の…L状を成す。遇物は介く川上が比られなか  

った。視土は焼岬二＝膏釣Ⅰ川ウである。   

2号土士広（第20図、図版1－2）   

本二l二」山ま訓査l丞二束部のl）一2【引こ位世：し、6け11川ミ居仙の牡卜をり」って構築されている。平  

面形は艮径285c‖1、餌律105（】‖の梢＝形をプlゝしている。成両は沫さ58cmで、西郷が探く、京都が  

しだいに浅くなっている。遣物は少昇の二＝帥端＝‘が＝ニー二している。   

3号土拡（第371刈、l礼版14－2）   

本二卜」広は調奔区央部の1）－21互に付二了r′ける。碓誹川1Fは櫻押二l∴朋打＝1屑である。斗用両杉は行  

40c‖のlリ形をヱiゝし、探さ25c‖である。視」二は理▲－・⊥桐で昭褐也二l∴桐である。遣物は放点の－卜帥  

帯小什がハニ卜している。  

節4節 溝   

1号溝（弟381剥、図版15－1）   

本溝は別井侶1机てl；のC－1・21メニに〝在する。ほぼ火州こ延  

びており、西部は槻凧によりi－川ニ、ドを・受け、兢邦は末訓奔区に延  

びる。帆∩川引く川．i190cmのUご‾ト形をチtゝし、沫さは束へIrりうにつ  

れて探くなっている。覆ニヒは11旧け色土（柚件悪く、締りもやや  

悪い。）である。遇物は青畳二川lより多数州二卜しており、土師  

端・須出端を二，巨体とし、この他に′肝椚や埴輪片が川卜している。   

2号溝（雛38図、図版15－2）   

、・・∴∴  

、l二二ニ  
ー‾し＿′‾‾‾  

Ⅰ。ロ131．901n  

2川   
＿ ‖＿‥、．、  l   

第37図 3号了巨肱実測図  

本溝は沸用瀬押招l；のa・t）・C－11利こまたがりイJ二在し、その川部で1サ満と交じわる。1  

サと2－り・の関係は不明であるが、覆二日l】よりl称協m＝■が川二11していることから、ほぼ川‖川jの  

所丑と考・えられる。帖60～12（）川で、底面は坪＝である。また沫さ】0～20c川の小ピットが乱雑  

に検‖されている。盲婁ニヒはぃり・満と全く同門のIl侶払色二卜である。遣物は少Ji川＝1している。   

溝出土遺物（第39図）  

1－3はいづれも1－り・溝‖＿L逝物である（，1はJ州・射制裁部片である。l叶外面ともにl次肌♯  

の縦ハケのみである。2は勾’仙二▼㍑昔‖▲であるく，外1侶料廿日きIl、l人J両はllり心l目当て1：lがある。  

一 こう9 －   



第38図1・2号溝・畝状追納英洲雲l  
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第391対 狐lり一土迫物実測図・抑l妻l  

第5節 畝状遺構“結う8図）  

調奔区硝部の1サ溝、2サ満と7与圧日比に囲まれて検川された。畝はl（i条イ相三し、帖10－  

30c111で、探さ5～10c‖1である。西刷の畝捜土上面より光永通：：に（弟40図6）が．■1＝1しており、  

近世以後と考えられる。   

第6節 調査区内の遺物（第40図）   

1と2は石斧である。1は8－り・什帖甘酢l川＝二である。小火了てl；がややくびれる分糾Jlラを．一lけ  

る。 2は1・引朝出11二役二l二日土である。刃部のみで、基部を欠mする。3はイ「基イ瀾である。先  

描部と基部を火Jiける。チャート製である。4は紬文武土端である。沈細がみられる。6は畝  

状遺構より州二l二した蒐永適宜である。  

亀馳盈3  
2  

く＞   5（r．－  

＿ ＿ ＿ ＿二  

ヽ鳥〃 
″り  0  5（ln   

0  】Om  

第401雲1洲矧基山．■L廿遺物基洲ヌト才川ツl  

lll－  



第5章 まとめ  

本剰州こおいて平安‖糾しの先制Il二が検＝された。これらの遺構・，剋物の内、二L誹弥絆、羽谷  

の鮒l封支法と形態、カマド、廉前の4ノ封こついて取り▲l∴げ、寸1：十の論考を加えてまとめに件え  

たい。  

1．締年的位置づけ  

本道跡では遣物＝土崩が少ないため、判＝；lの鋸咋を糾むことはできない。けれども、本道跡  

の同一水系上にイく川■ける清里∵回り弘道跡においてほぼ同‖川Jの基落址が訓証され、対Hl子の小で  

嗣年が論考（許1）されている。この編咋と照合して不遇川根l満冊を位附づけてみたい。   

7・8サ什ノ．朝仁   

仙什鞘・l】二ともにイ本部がiltl二組的に耳ち－卜がり、砿邦が回転糸切り末訓整の須山器坪が川上して  

いる。また、7・け住居址ではコのrT：Il紘の難が川二11している。以上の2ノ∴－こより瀞ll・回り弘道跡  

第1期に州当すると想われるが、8サ什州l上の1村山■長径の人きいことよりさらにl投附十‘い吋  

肘ざlミがある。  

10一別肘．仙仁   

高台をもつ須恵帯の塊の〝在、征此伸一イ、の恨化・軟賢化、土師端難のコの牛I1松の明瞭イヒよ  

り清里・陣場遺跡雛2期と考えられる。  

1・2・4－り潮イ仲川二   

高台をもつ須軋肛阻∴1川昭二日誌の椀．羽釜のイ／：イl三より沼叫・神職遺跡雛3州と考えられる。   

5・6サイ▼仙川：   

各イ仙川二ともに小形の二1二伸賢二＝紳器、碑Il陣場遺跡二1二師啓二t二端椀Aが＝二卜しており、5・  

6号伴侶址では高ル丹一石fγをもつニヒ伸餅二1二器機をもつことから、清JlトIiilり劫追跡第4期に州当す  

ると考えられる。   

6号新作居比   

内面封也処理の椀および二1∴釜が椚！lトItiIり鋸弘跡彿32－り▲イ津川二＝二卜例に蜘似することより、清  

jlし、陣場遺跡第5州と考－えられる。   

以上が編年l廿位祈づけがなされた仙川‖：だが、この他の什居仙は遣物川二巨量が少ないため不  

明である。また、本追跡の二l二描変過は浦川、帥場追跡にほぼ－・放する。  

2．羽釜の整形技法と形態   

まず、本遺跡における羽釜の整形抜拭には人きく2鮎川の〟在が指摘できる。i■り者・の差はロ  

ー ′12 －   



クロ鮒l子のイ」●J附こより分けられる。l頗＝クlコ鮒1ラ後、部分r机こ＿卜から‾卜への削りを施す。11  

頗lコクlコ末イ則†Jで、川棚；に縦イ加）i■川りを施す。本道跡においてはl弛■iが二i二休となっており、lI  

鮎は2山のみである。Ⅰヲユ■iと1Ⅰ類とのl朴係は本道跡いJ・11l●イ仙㌣州二（＝”‖卜tl）が6←り・新什川l卜  

（】l鮒＝土）により切られることから、】1畑が新しくなる。しかし、本例のみから判断するこ  

とは如理があり、また荒川，■l仁リJ氏によりlコクロ未刊川】の羽釜をロク廿便川利器よりも11】▲く考え  

られている山（詫l三2）とオ旧する。そこで、両甑の時＝り的関係について川辺の追跡を合めて考  

えてみたい。巨机が主体的に‖H二した遺跡として、本桜ケ丘追跡、子出l刑場適朋が上げられる。  

Il畑では数l旧れ榔跡（裾3）、人竹遺跡 川三4）、小1追跡（証5）が上げられる。これら名Ⅷ  

跡の〟続明朝等には多少の差がイJイiミし、各追跡を消叫・伸」軋剋跡の獅咋に照し介せてみると次  

のようになる。   

桜ケ．正道跡は酔lい削り劫追跡第3捌から雛5期に当る二L誹仰が＝土しており、特に中期に什  

う羽釜がニト休となっている。清雄・陣場追跡では第l則から弟6期まで〝在するが、鮎に節3  

期から節4川Jに屈する資料が多い。以上がl勅を主体とする追跡の状況である。次にIlガiであ  

るが、数日束遺跡では須揖帯磁やコの字難が仲川する例が見られ、また高台付の須恵端椀や直  

組的に立ち上がる休部をもつ芽触・脚不よりIi・Iり碁・清里追跡雛2期～弟3期の様州が比られてお  

り、人竹追跡でもl■り様な仰Irりである。ところが、小l追跡では羽釜の川二l二した什居址5叶［い4  

車＝こ帯高2．5cnl以下の小形の二Ⅲil昭二H甘杯が川二卜しており、酔It・帥場追跡卯6i捌こ相当する。  

このように11執は羽釜川現川と終末州において認められ、さらにi町名を比帳すると飽削りに地  

文ノブlrIjの差が存在する。つまり‖親潮の羽釜は下から上へのi■川りが行なわれており、終末期の  

例は上から下へのIl川りが行なわれている。以上をまとめるとlコクロ末似川J（Il期）で卜から＿卜  

へ削り→ロクロ佃川j（1類）上から■卜のi■川り→ロク＝来イ吐川一（1ほri）上から－1、●への削りといっ  

た姫形抜法の流れが抑考でき、桜ケ．1t遺跡G号ハ・新作凧引の爪洩状イ系も■け足することができ   

る。   

次に羽釜の口径仰について検討する。桜ケ丘遺跡の羽釜l庸雄＝ま最′ト18cmから故人22．6cmの  

鶴川に分布し、比峡的まとまりがある。他の遺跡の羽釜lⅠ律佃と比校してみると、符十の州▼1■¢  

が認められる。例えば、薮11陳遺跡では最小11．2c‖、故人28．3c川であるが、22′・∴川＝t18山が16（州  

から19．4cnlに躯申し、l司様に大竹追跡では故小14．5c‖、故人22．4cll】であるが、20点申18点が  

14．5ctllから18．8c‖に架申している。両道跡の羽釜l昭雅はともに桜ケ．1t追跡よりも州川I勺にノト  

さい何＝りが認められる。これに対して、小1遺跡では最小20．6cI11、椴人24cmの矧州こまとまり  

をもって分布し、桜ケ＿lt追跡よりも州対的に人きいと言える。この口祥価の差は死に葉形服似  

で示したように小I遺跡l′一休が羽釜の〝れするIl、川Jでも拙柚榊こ終末期が多いこと、さらに薮  

川火、人竹両遺跡は羽釜‖現脚と想われることから、l昭仙法兢が′トから人へ変化したことが  

推定できる。そのノ．！、・こから本桜ケ．1了：j出跡の羽釜は羽釜伴‖川、川Jでも最も発達した時州と言える。   

これまで本桜ケ．丘遺跡の羽釜をl川題の糸l二lにして、整形は法と仁卜径仰の変化について触れて  

きた。本梢において羽釜の整形抜扶と＝律価値のIl射U川勺な変過のみを川題としたが、さらに形  
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態にI臥する詳糾な分析を行なうことにより多くの畔期的変遷を比い川される可肘ゾほホめすこ  

とができると止しわれる。また、口径イ直の変化はその機能の問題に人きく係わると′l且われ、その  

意味について今後の誹題としたい。   

3．カマド  

本道跡から倹‖された什州Il二のカマドは桃射オと畑通用川鍋捌こより人きく3猟捌できる。構  

築勅は砂椚凝灰詔戊利川する場合と河掠れせ利川する場介がある。11描‾は7号什居丑1軒で、  

後者吊＝・5サイ引証址の2州こ認められ、この他の住爪」lいよ不l”である。砂肝旋灰吊は本道跡  

西方にある．鯨刑遺跡に揉裾跡（盲…＝り が多数〝在しており、本追跡の例もその付近より遊ばれ  

てきたものと止しわれる。そこで本道跡は採抑跡に近いにもかかわらず河頂れを捕集材として利  

川していることが問題となる。この山に関して、本遺跡7一片圧H州カⅦlり：紀代の構築であり、  

1・5与件刷】l二が10世紀代の構築であることより時期な差が想定できる。   

次に畑道都の形態について触れる。本道跡では平面形がけγ形の例とV字形の例の2形態が  

イ′二在する。V字形の煙道をもつカマドは5片肘削l仁、6・けハ・糾什Ⅲl上で、＝二L二二1端から見る  

とラ糾lいl肛場遺跡の弟4～5州に州当し、本道跡でも新しい時期となる。つまり、畑迫酌ましJ  

字形丼軸摘守一●く、V字形平面が新しいことが想定できる。   

本道跡におけるカマドの変遷は砂朋凝依れを用潔湘とするカマド→相田ほ構築材とし、州  

道郎平面がU字形を呈するカマド→河頂イrを構築材とし、州道郎坪両がV才形を目すカマドと  

いう変遷が考えられる。   

4．臍 石  

本遺跡では1・7－りイ廿けl卜よりノ桐イ・否れ、叩き√「が‖二llした。これらのれ製l＼．】lはいずれも  

平射時イじの所鍾である。射‖以する資料は荒鵬良偵遇朝川恒lサイ＝．州二（ii一三7）より叩き石と磨  

イ了があり、この他にも〟在するようである。磨イ√および否石は叩損な仙こやや光沢を備びた磨  

滅痕が認められ、帥渚はセットとして利川されたとノ且われる。Illjきイrは兄姉に著しい打痕があ  

り、ややかたいものを叩き測ったような痕跡である。これらの弘一‖■●の機能は不明である。しか  

し、本遺跡の1サ住ではカマドのすぐ脇の昧川はりfiイt■が‖二卜しており、この点から允111u帖l  

の迫共としての可能怖が指摘できる。仮に食品ノ州二l二に休わるとみる場合、叩きれ、離村、子汀√  

は生粉加二l二川典としての機能が推定できる。また、本追跡川辺の地ノ1封ま水＝に不IJりきな台地郎  

分が多く、州作が発達していたと規われ、川作の場介には陸稲あるいは麦作など考■えられる。  

麦は近年まで阻来北部において広く耕作されており、うどん等の粉食！払1＝こ加二l二されていた。  

粉食の歴史がどの辟庇の‾■！●一さまで遡れるかが興味ある問題である。  
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